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2012年3月11日までの予測積算線量空間線量率 –地上1m- (測定8月4日から20日）

NPP

8 k

文科省ホームページ；http://radioactivity.mext.go.jp
/ja/1200/2011/09/1201_090116.pdf

8 km
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F1から大気中へ放出された放射性核種の重量

セシウム(Cs)-134（半減期：2 06年 比重：1 9ｇ/ｃｍ3）セシウム(Cs)-134（半減期：2.06年、比重：1.9ｇ/ｃｍ ）
約380g (1-3号機炉内保有量：約22kg）

セシウム(Cs) 137 （（半減期 30 2年 比重 1 9 / 3）セシウム(Cs)-137 （（半減期：30.2年、比重：1.9ｇ/ｃｍ3）
約4.7kg (1-3号機炉内保有量：約280kg)

両者を合わせた陸上 の放出量 2%弱両者を合わせた陸上への放出量 2%弱

ヨウ素(I)-131 （半減期：8日、比重：4.9ｇ/ｃｍ3）
約36g (1-3号機炉内保有量：約1.3kg)

陸上への放出量 3%弱陸 放出量 弱

この他、Xe-137 （3.83min)、Te-131(25min)など崩壊に起因する寄与あり
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汚染状況に応じた土地の概算面積
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電力中央研究所による試算

10mSv/年を超える面積；約800km2

5mSv/年を超える面積；約1800km2
(参考)福島県の面積：13782km2

福島市の面積：746km2

第2回 福島安全・安心フォーラム 2012/1/29 学校法人郡山開成学園



汚染面積の比較 －福島第一原子力発電所とチェルノブイリ発電所

チェルノブイリ発電所周囲のCs‐137 による地表面汚染
（IAEA “STI/PUB/1239” , 2006）

100km

（IAEA  STI/PUB/1239  , 2006）

同縮尺
100km

福島第一原子力発電所周囲の Cs‐137による表面
汚染 (文科省発表データからの試算) 5
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チェルノブイル発電所の事故後に実施された環境修復
(都市部の修復）(都市部の修復）

 土、道路（アスファルト、コンクリート）表面、建物の表面などに放射

性物質が付着性物質が付着

 建物近傍の土壌に特に高いCs-137汚染（屋根、壁からの移行）

 他の区域よりも対策は，比較的容易、居住者被ばく低減効果大→優先 他の区域よりも対策は，比較的容易、居住者被ばく低減効果大 優先

度高

 1986-89年に、旧ソ連3ヵ国（ベラルーシ、ウクライナ、ロシア）の約

1000の集落、数万の家屋・建物で実施（～1987年夏，約600の集落，約

60,000の家屋・建物）

 幼稚園 学校 病院 他の訪問者の多い建物を優先 幼稚園、学校、病院、他の訪問者の多い建物を優先

 庭、低木のある土壌などの除染は困難

 除染作業により、大量の低レベル廃棄物が発生。

 建物の洗浄後、壁近傍の土壌の汚染レベルが2～2.5倍になった例も

主な対策）・建物の洗浄 ・居住空間(集落)の清掃 ・汚染土壌の除去
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IAEA報告書 “STI/PUB/1239” (2006) 等より

主な対策）・建物の洗浄 ・居住空間(集落)の清掃 ・汚染土壌の除去
・道路の清掃及び洗浄 ・屋外の給水施設の除染
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チェルノブイル発電所の事故後に実施された環境修復
(農業対策）

 初期数ヶ月は農作物への直接付着による汚染、牛乳の汚染が生じた。

(農業対策）

 農作物の汚染は、放射性物質の沈着レベルだけでなく、土壌の種類や管理の実施、

生態系のタイプにより影響を受けた。

 初期フェーズの後はCsによる汚染が最も重要。Sr-90はサイトからの距離が離れ 初期フェ ズの後はCsによる汚染が最も重要。Sr 90はサイトからの距離が離れ

ると影響小。Pu、Am-241は検出されたが農作物へ影響はなし。

 1年目と比較して、事故後2年目は穀物類の放射能濃度は低くなった。

 1987年以降、放射性Csの高い放射能濃度は畜産物でのみ確認された。

⇒乳，食肉中のCs-137放射能濃度の低下対策が鍵 (key focus)

 1990年代半ばに対策が減じ（経済的問題），作物中の放射能濃度が増加した。990年代半ばに対策が減じ（経済的問題），作物中の放射能濃度が増加した。

 旧ソ連３カ国の集約農家における主な対策

・根元改良（土壌耕作，再種まき，窒素・リン・カリウム（NPK)肥料，石灰散布）

・飼料作物の変更（Csの摂取量が少ない菜種を耕作、家畜飼料に利用）

・クリーンフィーディング（汚染のない飼料，牧草で家畜を飼育）

C 結合剤 投与（家畜 消化管 C 収を減少）
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・Cs結合剤の投与（家畜の消化管でのCs吸収を減少）
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原子力学会クリーンアップ分科会の活動原子力学会クリーンアップ分科会の活動

• 環境モニタリングセンター、環境修復センターの設置の提言
（モニタリングセンター：文科省が一元的に実施、修復センター：福島環境回復センタ

ー、除染情報プラザ）

• 環境修復技術カタログの作成、同説明資料の作成環境修復技術 作成、同説明資料 作成

適用可能修復技術リストの作成

国内外の修復技術に関する知見の評価と技術カタログへの取り込み

環境修復を担当する国 県 地方自治体等への紹介環境修復を担当する国、県、地方自治体等への紹介

• 環境修復戦略、シナリオ並びに修復技術の分析
EURANOS: チェルノブイリ発電所事故の事例をもとにした環境修復技術の分析と修復

技術の特徴の記載 （EUフ ンドで実施）技術の特徴の記載 （EUファンドで実施）

• 修復技術の実証
実施例；水田での代かき技術のベンチスケール試験

• 地域住民の方々との対話

修復計画の作成や修復技術の選定を行う際の基本

(専門家集団として)学会は中央政府と地方自治体 地域住民との橋渡し)

8

(専門家集団として)学会は中央政府と地方自治体、地域住民との橋渡し)

専門家を地域の除染活動、対話集会に専門家を派遣
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環境修復技術カタログの技術リスト
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建物（屋根・屋上）の除染技術

屋根に対しては 放水洗浄 ブラシ洗浄 拭き取り 閉じ込め 屋根の葺き替え の５種を屋根に対しては 放水洗浄 ブラシ洗浄 拭き取り 閉じ込め 屋根の葺き替え の５種を

とその特徴①

屋根に対しては、放水洗浄、ブラシ洗浄、拭き取り、閉じ込め、屋根の葺き替え、の５種を
取り上げた。

屋根の汚染物質は、既に雨で多くが流されていると考えられ、劇的に線量を低減するとは考
えにくいが、多くの時間を過ごす生活空間に近いため、地道に進めることが肝要である。

屋根に対しては、放水洗浄、ブラシ洗浄、拭き取り、閉じ込め、屋根の葺き替え、の５種を
取り上げた。

屋根の汚染物質は、既に雨で多くが流されていると考えられ、劇的に線量を低減するとは考
えにくいが、多くの時間を過ごす生活空間に近いため、地道に進めることが肝要である。

瓦屋根等、日本に独特な屋根については、汚染の状況や除染の効果に関する情報がない。除
染プロジェクトの実施結果を今後蓄積していく必要がある。

瓦屋根等、日本に独特な屋根については、汚染の状況や除染の効果に関する情報がない。除
染プロジェクトの実施結果を今後蓄積していく必要がある。

１．放水洗浄
◇水洗浄や高圧洗浄によって、汚染物質を除去する

◇屋根の素材、放水方法等によって、除染効果は異なる
※水洗浄(ID13)：沈着後1週間以内に相当量の降雨があれば除去率約20%を達成 繰り返しの効果は小さい 時間の経過とともに除去効率は※水洗浄(ID13)：沈着後1週間以内に相当量の降雨があれば除去率約20%を達成。繰り返しの効果は小さい。時間の経過とともに除去効率は
大幅に低下。

※高圧水洗浄(ID16)：沈着後早期に実施すれば、除去率約30%を達成。繰り返しの効果は小さい。温水（約65℃の高圧水）を利用した場合、
除去率約50～85%を達成(ID17)。

◇現在では、既に降雨により多くの汚染物質が洗い流されていると考えられる

◇汚染水が庭の土壌に流れないように作業するか もしくは流れ込んだ土壌を除去する◇汚染水が庭の土壌に流れないように作業するか、もしくは流れ込んだ土壌を除去する
※想定される液体および固体廃棄物発生量は、次の通り。

・水洗浄： 液体廃棄物 50L/m2、固体廃棄物 0.1～0.2kg/m2程度 (ID13)

・高圧水洗浄： 液体廃棄物 20L/m2、固体廃棄物 0.2kg/m2程度 (ID16)

・高圧温水洗浄：液体廃棄物 30L/m2、固体廃棄物 0.2～0.4kg/m2程度 (ID17)

10文中のID番号はEURANOSハンドブックの除染技術データシートに対応
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道路等の除染技術①道路等の除染技術①

道路等の除染については、散水洗浄、側溝・のり面の泥・草・枯葉等の除去、固定化、削り
取りと再舗装の４種を取り上げた

道路等の除染については、散水洗浄、側溝・のり面の泥・草・枯葉等の除去、固定化、削り
取りと再舗装の４種を取り上げた取りと再舗装の４種を取り上げた。

舗装された道路は、汚染物質が雨で流されていると考えられ、散水洗浄の効果は不明である。
また、道路で測定された線量は、周囲からの影響を受けていると考えられ、道路の除染の
実施にあたっては効果を良く検討する必要がある。

取りと再舗装の４種を取り上げた。
舗装された道路は、汚染物質が雨で流されていると考えられ、散水洗浄の効果は不明である。

また、道路で測定された線量は、周囲からの影響を受けていると考えられ、道路の除染の
実施にあたっては効果を良く検討する必要がある。実施にあたっては効果を良く検討する必要がある。

道路上の汚染物質は、のり面、側溝の泥、草、枯葉等に移動し、偏在していることが考えら
れるため、これらの除染は有効であると考えられる。

実施にあたっては効果を良く検討する必要がある。
道路上の汚染物質は、のり面、側溝の泥、草、枯葉等に移動し、偏在していることが考えら

れるため、これらの除染は有効であると考えられる。

１．散水洗浄

◇水洗浄や高圧洗浄によって、道路の汚染物質を除去する

◇道路や舗装された領域に限られ、表面の状態や交通量、降雨量によって除染効果は◇ や 装 領 、表 状 や交 、降 除染
異なる

※水洗浄：沈着後1週間以内で、相当量の降雨の前で除去率は、約50～75%。繰り返しの効果は低い。

交通量や雨の量によって効果は異なる(ID29)。

※高圧水洗浄：沈着後早期に実施すれば除去率は約30～80%。繰り返しの効果は低い(ID31)

◇既に雨で多くの汚染物質が流されていると考えられる
※除染効果は、沈着後、約一週間以内に実施すれば効果が高いが、遅くなれば効果は得られない(ID29)

◇洗浄水の回収と廃液処理が必要。但し、洗浄水の回収は新たな要素開発。
※水洗浄： 廃棄物量は 液体廃棄物50L/m2 固体廃棄物（塵など）01～02kg/m2程度(ID29)
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※水洗浄： 廃棄物量は、液体廃棄物50L/m 、固体廃棄物（塵など）0.1～0.2kg/m 程度(ID29)

※高圧水洗浄：廃棄物量は、液体廃棄物20L/m2、固体廃棄物（塵など）0.2～0.4kg/m2程度(ID31)

11文中のID番号はEURANOSハンドブックの除染技術データシートに対応 環境修復技術ご説明資料暫定第２版より引用
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水田の除染技術
とその特徴①

水田の除染については 耕起 表土の剥ぎ取り 代かき 土壌洗浄 植物栽培による土壌浄水田の除染については 耕起 表土の剥ぎ取り 代かき 土壌洗浄 植物栽培による土壌浄水田の除染については、耕起、表土の剥ぎ取り、代かき、土壌洗浄、植物栽培による土壌浄
化、施肥の６種を取り上げた。

これらの対象については、土壌自身が稲作のための機能を有するため、その機能を勘案した
除染方法を選定しなければならない。

水田の除染については、耕起、表土の剥ぎ取り、代かき、土壌洗浄、植物栽培による土壌浄
化、施肥の６種を取り上げた。

これらの対象については、土壌自身が稲作のための機能を有するため、その機能を勘案した
除染方法を選定しなければならない。

また、汚染のレベルや土壌の性質に応じた対応が必要であると考えられるため、自治体、農
家、農業や放射能の専門家の間で、良く議論して進めることが重要である。

また、汚染のレベルや土壌の性質に応じた対応が必要であると考えられるため、自治体、農
家、農業や放射能の専門家の間で、良く議論して進めることが重要である。

１．耕起
◇土壌表面に放射性セシウムは沈着していると想定されることから、機械もしくは手作業によって、

土壌を掘り起こし、非汚染土壌と混合・希釈させることによって、表土の汚染物質濃度を下げる
※大半が何年もの間、土壌の表面から50mm以内に沈着している（ID4346）。※大半が何年もの間、土壌の表面から50mm以内に沈着している（ID43,46）。

◇水田あたりの放射能量に変化はないため、低減効果は限られる

◇掘り起こし深さによって、効果は異なる。
※30cm耕越で、線量率が72.5%低減可能

※除染係数は、深さ等に係らず1である。（ID43、46）

※耕うん機で150mm深さまで掘り起こした場合 γ線、β線の線量率は1/2～1/3に減少（ID43）

※プラウで250～300mm深さ（耕起）まで掘り起こした場合、γ線の線量率は1/2～1/5に減少（ID46）

※プラウで450～900mm深さ（耕起）まで掘り起こした場合、γ線の線量率は1/5～1/10に減少（ID46）

◇汚染物質の発生はなく、既存のトラクタを用いるため、実現性は高い

◇廃棄物は発生しない（汚染物質は除去しない）
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◇廃棄物は発生しない（汚染物質は除去しない）

文中のID番号はEURANOSハンドブックの除染技術データシートに対応
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修復技術カタログ(おわりに)

 汚染物質による汚染地、対象物について、除染技術を整理した

（今後も除染試験の結果などを取り入れ適宜改訂を続ける）

 除染にあたっては、地域の特性、住民の生活環境、生産活動様式を基本として
除染地域、対象物に優先度をつけて実施することが必要である

 除染地を対象として、地域を区画して、その区画ごと除染をする必要がある

 このためにはきめ細かな汚染物質による汚染マップの充実が早期に求められ
る

 隣接物からの二次汚染の可能な限りの排除が求められる

 実現可能な技術、その特徴を理解した上で複数の中から県・住民主体になって
除染技術を選定することが必要である

 このためには住民との緊密な連携が不可欠である

 除染技術の選定では、それに伴い発生する汚染物の処理、保管と合わせて考え
ることが重要である

 また、除染の効果が実施前に精度良く把握できる解析手法の確立も必要である

（本資料は、適宜見直しより充実したものにして、関係者の意思決定に参考となる
資料としていく）

13
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水田における代かき実証試験例 (1)
(クリ ンアップ分科会）(クリーンアップ分科会）

耕起前の草刈り 耕起後

荒搔き水張り
14
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水田における代かき実証試験例 (2)
(クリ ンアップ分科会）(クリーンアップ分科会）

排水後の土壌サンプル採取水排水後の放射線量測定

第一段階は雑草の除去, 雑草の根元はCｓ濃度が高い
雑草除去後、表面土壌を雑草の根とともに耕起

排水後 壌サン 採取水排水後の放射線量測定

[放射線量率(暫定値） 1cm高
耕起前; 0.6 - 0.9 micro Sv
耕起後; 04. – 0.6
荒かき後; 0.2 – 0.3   , NaI 検出器(3.5cm鉛遮蔽つき）

15
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水田における代かき実証試験例 (3)
(クリ ンアップ分科会）(クリーンアップ分科会）

16
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水田における代かき実証試験例 (4)
(クリ ンアップ分科会）(クリーンアップ分科会）

17
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化学剤で固化した表面土壌のはぎ取り (農研機構公開試験より）化学剤で固化した表面土壌のはぎ取り (農研機構公開試験より）

汚染土壌改修社汚染土壌改修社

ショベル部分が改良された
減圧土壌吸引部

未耕作の通常の水田は
1m前後の雑草が茂って
いる

壌

修復による低減効果; 82% 空間線量率
剥離前 7 76 S

農業・食品産業技術総合研究機構公開試験、公開資料より

;
表土剥離(3.5 cm)前; 9,090 Bq/kg
表土剥離後; 1,671 Bq/kg

18

剥離前; 7.76 μSv
剥離後; 3.57 μSv
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農林水産省が示した農地の除染技術の実証試験結果

放射性セシウム濃度の減

農林水産省が示した農地の除染技術の実証試験結果

手法名 具体的手法の内容
放射性セシウム濃度の減
少 （±1kg当たり）

基本的な剥ぎ取り 表面を約4cm剥ぎ取る 10,370Bq→2,599Bq

固化剤を用いた

剥ぎ取り

マグネシウム系固化剤で表面
を固めた後、約3cmを剥ぎ取
る

9,090Bq→1,671Bq

芝・牧草の剥ぎ取り 農地の牧草や雑草ごと専用
の機会で3cmを剥ぎ取る

13,600Bq→327Bq

水による土の 水を流した後 表面をかき混水による土の

かき混ぜと除去

水を流した後、表面をかき混
ぜ泥水を吸い取る 15,254Bq→9,689Bq

反転耕 30cm以上の土の入れ替えを 0 66μSv→0 30μSv
行う

0.66μSv 0.30μSv

※1時間当たりの放射線量

植物による除染 ヒマワリの植物によるセシウ 7,715Bqの土壌で
ムの吸収 茎に52Bq、根に148Bq
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幼稚園、学校校庭の除染例

裏山雑木の伐採高圧洗浄 裏山雑木の伐採

幼稚園の屋根 園舎の裏庭幼稚園の屋根 園舎の裏庭

表土5cmの削土

20
小学校の運動場 除去した土壌
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里山における家と周囲の除染例

2121
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一般住宅の放射線低減化対策モデル事業の結果(1)

線量の高い場所の 空間線量

1 放射線量が高い場所の例 （単位：μSv/時）

例 表面（1cm） 地上（50cm） 地上（1m）

屋根（コンクリート屋
上・スレート）

2.4 ― ―
上 スレ ト）

雨樋（集水器） 38 ― ―
芝 3.7 2.8 2.5

除染場所 除染前 除染後 除染方法

2  除染効果の例 (測定箇所は表面1cm)

除染場所 除染前 除染後 除染方法

屋根
（コンクリート屋上）

2.4 1.6
高圧洗浄高圧洗浄

屋根（瓦） 1.2 1.1
屋根（スレート） 2.4 2.0
雨樋（集水器） 38 5 9 落葉除去 高圧洗浄雨樋（集水器） 38 5.9 落葉除去,高圧洗浄

芝 3.7 0.94 芝（含む表土）剥ぎ
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空間線量率へのCs-137の γ線の影響

JAEA Technology 2011-026より引用第2回 福島安全・安心フォーラム 2012/1/29 学校法人郡山開成学園



汚染状況 －着目すべきポイントー汚染状況 着目すべきポイント

１．住居とその敷地：空間線量率の低減
 多くの放射性物質は屋根から流されている(固着した汚染が 多くの放射性物質は屋根から流されている(固着した汚染が

残留）
 家屋周囲の側溝の汚泥、コケ類、雑草に比較的高い汚染

２．水田、畑地等農業･牧畜用地 (放射性物質の濃度の減少、
5,000Bq/kgが境界)

 比較的容易な修復方法；耕起、代掻きなど（5,000Bq/Kg達成
可能な場合）可能な場合）

 強力な修復方法(濃度が高い場合）；表面層剥離、クリーン土
壌への入れ替え等

３．道路等：空間線量率の低減
 多くの放射性物質は舗装面から流されている(固着した汚染

が残留）
 のり面の雑草 コケや側溝の汚泥に比較的高い汚染 のり面の雑草、コケや側溝の汚泥に比較的高い汚染

環境修復上のポイント
 空間線量率は環境に強く依存
 汚染分布はまばらになっている。1地点でも幾つかのホットス

ポットが存在する
24
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本格除染に向けての除染計画の策定本格除染に向けての除染計画の策定

1. 目標の設定；
 目標とする年間積算線量(生活圏内、生産活動、公共活動） 例 5～10mSv 目標とする年間積算線量(生活圏内、生産活動、公共活動） 例 5 10mSv

2. 区域及び対象毎の優先順位付け
 区域：市街地、農地(牧場）、山里(家屋、森林）
 対象：ホットスポット、高線量のところから

3 汚染状況の詳細な確認(汚染状況の可視化)3. 汚染状況の詳細な確認(汚染状況の可視化)
 詳細な汚染マップ(200～500mメッシュ）
 その中でのホットスポットの調査

4. 除染対象毎の方針及び方法の決定
①除染対象①除染対象：
 家屋、道路、公共施設；空間線量率の提言
 農業用地：濃度の低減

②除染方法
 ソフト除染(比較的線量率 濃度が低いところ) 洗浄 ふき取り すき込み 天地替え 雑草除去 ソフト除染(比較的線量率、濃度が低いところ)：洗浄、ふき取り、すき込み、天地替え、雑草除去
 ハード除染(同上 高いところ）：葺き替え、剥ぎ取り、土の入れ替え

③除染の順徐

5. 実施主体の検討
 住民が実施 住民が実施
 業者が実施

6. 仮置き場の確保
 織置き場は除染実施の市町村に設置

上記計画策定に当たっては専門家の協力(共同作業）が不可欠
25
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避難区域の新たな区分け(平成24年4月から予定）避難区域 新 区分 (平成 年 月 予定）

年間被ばく線量
/ )

対応
（ｍSv/Y)

対応

避難指示解除準備区域 20 未満

除染、インフラ普及、雇用
対策など早急に実施し 早避難指示解除準備区域 20 未満 対策など早急に実施し、早
期帰還を目指す

現行の計画的避難区域同様、

居住制限区域 20 以上 – 50 未満 住民の帰宅や通過交通は可
能

原則立ち入り禁止 少なく

期間困難区域 50 以上

原則立ち入り禁止、少なく
とも5年は期間が困難、住
民支援の中で不動産買い取
りも検討りも検討

現在避難している市町村の大きな懸念 新たな産業創出と雇用の確保

26

現在避難している市町村の大きな懸念：新たな産業創出と雇用の確保
自治体の分断
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除染により生じた廃棄物(可燃物、土砂）

除染に 生 廃棄物 燃物（落 葉 草） 砂（

除染により生じた廃棄物(可燃物、土砂）

• 除染により生じた廃棄物は可燃物（落ち葉、刈草）、土砂（土
壌）にわけてごみ袋や土嚢袋に入れる。

土砂などは市町村が決めた仮置き（現場保管）場所にビニ• 土砂などは市町村が決めた仮置き（現場保管）場所にビニー
ルシートを引いて保管する

• 可燃物は焼却処理が必要となる• 可燃物は焼却処理が必要となる

• 除染廃棄物である旨を周囲から分かるようにし、さらに日付
内容物 表面線量等の記録をつける、内容物、表面線量等の記録をつける。

• 保管した廃棄物の表面の線量を測定する。

• 表面の線量が高い場合は土嚢などで遮蔽する• 表面の線量が高い場合は土嚢などで遮蔽する。

27
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汚染廃棄物の処理 －重要な課題ー汚染廃棄物の処理 重要な課題

１．多種類の汚染廃棄物
種類が多 固形物 金属 木材 瓦等 陶磁器 土 種類が多い；固形物(金属、木材、瓦等の陶磁器、土

壌、草木類)、水
 放射能濃度が広範囲(8000Bq/kg以下 ～

100 000B /k 超まで）

フレコンバッ
クへの収納
(仮仮置き）

100,000Bq/kg超まで）
 体積の減容（草木類等）；焼却減容 ⇒ 飛散防止、排

ガス監視等の注意
 除染のタイミングも考慮(植生のサイクル）

(

 除染のタイミングも考慮(植生のサイクル）

２．保管施設の確保 (場所の確保、想定保管期間)
 管理処分の3要件

仮置き場

 管理処分の3要件
① 放射性物質の飛散防止
② 遮蔽による周囲空間線量の低減
② 雨水等の浸入、流出の防止 中間貯蔵施設② 雨水等の浸入、流出の防止

 モニタリングによる監視、管理

３．本格処分場の確保

中間貯蔵施設

３．本格処分場の確保

除染は速やかに！ 放射性廃棄物の保管場所の確保
長期処分施設

28
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(仮)仮置き場の例(仮)仮置き場の例

仮置き場の例(郡山市）

対象物：除染に伴い発生した土壌等

 国が設置する中間貯蔵施設」に除去土 国が設置する中間貯蔵施設」に除去土
壌等を一時的に保管する仮置き場を設置
する

① 道路・側溝等 → スポーツ広場・公園① 道路 側溝等 → スポ ツ広場 公園
等

② 住宅等 → 宅地内
③ 全市的な仮置き場 → 国有地等の活

29
福島安全・安心フォーラム 2011/11/２７ パセルいいざか

③ 全市的な仮置き場 → 国有地等の活
用を協議



仮置き場のイメージとその要件仮置き場のイメ ジとその要件

仮置き場、保管施設の確保 (仮置き場は地区単位で設置）
 管理処分の3要件

① 放射性物質の飛散防止
② 遮蔽 よる周囲空間線量 低減② 遮蔽による周囲空間線量の低減
② 雨水等の浸入、流出の防止

 モニタリングによる監視

30
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除染に向けての計画の策定除染に向けての計画の策定

1. 目標の設定；
 目標とする年間積算線量(生活圏内、生産活動、公共活動） 目標とする年間積算線量(生活圏内、生産活動、公共活動）

2. 区域及び対象毎の優先順位付け
 区域：市街地、農地(牧場）、山里(家屋、森林）
 対象：ホットスポット、高線量のところから

3 汚染状況の詳細な確認(汚染状況の可視化)3. 汚染状況の詳細な確認(汚染状況の可視化)
 詳細な汚染マップ(200～500mメッシュ）
 その中でのホットスポットの調査

4. 除染対象毎の方針及び方法の決定
①除染対象①除染対象：
 家屋、道路、公共施設；空間線量率の低減
 農業用地：濃度の低減

②除染方法(前面除染、部分除染）
 ソフト除染(比較的線量率 濃度が低いところ) 洗浄 ふき取り すき込み 天地替え 雑草除去 ソフト除染(比較的線量率、濃度が低いところ)：洗浄、ふき取り、すき込み、天地替え、雑草除去
 ハード除染(同上 高いところ）：葺き替え、剥ぎ取り、土の入れ替え

③除染の順徐

5. 実施主体の検討
 住民が実施 住民が実施
 業者が実施

6. 仮置き場の確保
 織置き場は除染実施の市町村に設置

上記計画策定に当たっては住民との対話、専門家の協力(共同作業）が不可欠
31
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郡山市ふるさと再生除染計画(計画期間と目標）郡山市 さ 再 除染計画(計画期間 目標）

期間 目標

計画期間
平成23年度

～ 平成27年度
(5年間)

年間追加被ばく線量を１msV(高さ
１mで0.23μSV/時）未満

(5年間)

平成23年度

①生活環境
年間追加被ばく線量 約50％減少

重点期間
平成23年度 ～
平成25年8月末 ②子供の生活環境

年間追加被ばく線量 約60％減少
(H 23 8月末 → H 25 8月末比）(H.23.8月末 → H.25.8月末比）

32
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郡山市ふるさと再生除染計画(汚染状況に応じた除染実施方針）郡山市ふるさと再生除染計画(汚染状況 応じた除染実施方針）

汚染状況 汚染実施方針

追加被ばく線量が年間
5msV(毎時0.99μsV)を

住宅(家屋・庭)、道路、側溝、
公共施設等の面的な除染

越える区域

追加被ばく線量が年間 住宅の雨どいや道路、側溝等
5msV(毎時0.99μsV)以

下の区域
高線量箇所の局所的な除染

33
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住民の方々の帰還に向けた工程とそのポイント住民 方 帰還 向 程

１．詳細汚染マップの作成
 200～500mメッシュ程度のマップ
 その中でのホットスポットの探索

２．目標線量の設定(早期帰還に向けて現実的な対応を）
 5～10mSvの間が現実的な目標 例：5mSv
 中期的には1mSvの達成

住民の皆さんとの対話を経て決める

３．地域ごとの仮置き場の確保(現場保管(仮仮置き）から仮置き場へ）３．地域ごとの仮置き場の確保(現場保管(仮仮置き）から仮置き場 ）
 村内に確保(住民の皆さんとの対話、合意が不可欠）
 仮置き場が決まらないと除染が進まない

４ 除染計画、実施計画の策定(住民の皆さんの意向の反映と合意）４．除染計画、実施計画の策定(住民の皆さんの意向の反映と合意）
 除染計画(含む予算）：既述 → 国、県への提出(予算の確保）
 実施計画：汚染マップ、生活様式、生産活動に沿った除染優先、人が出入りする公共施設(学校等)
 専門家の協力、助言が不可欠

5．除染の実施(立会いが重要）
 住民で実施、業者が実施、
 除染マニュアルの参照

 専門家の立会 専門家の立会

６．帰村34
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除染等の実施者(郡山市ふるさと再生除染計画）除染等 実施者(郡山市 さ 再 除染計画）

除染対象区域 除染 実施者除染対象区域 除染の実施者

国が管理する土地、施設
国

国が管理する土地、施設
国

県が管理する土地、施設
県

県が管理する土地、施設
県

市が管理する土地、施設
市

設
市

住宅・集合住宅等
市 所有者等市、所有者等

事業所 農用地 森林等
国、県の除染方針提示後
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事業所、農用地、森林等
決定
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今回の被災を心からお見舞いいたします。
除染が進むことを願 ております除染が進むことを願っております

ご清聴ありがとうご清聴ありがとう
ございました
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